
　セイコーウオッチ㈱のグループ会社
の盛岡セイコー工業㈱（岩手県岩手郡
雫石町、加藤幸則代表取締役社長）の
社員である齋藤勝雄（さいとう かつお）
氏が、令和5年秋の褒章において黄綬
褒章を受章した。
　齋藤氏は、2002年に盛岡セイコー
工業の高級機械式腕時計の組立職場
に配属され、器用さと誠実さ、粘り強さ
をもって、機械式腕時計の組立・調整・
修理の腕を磨き上げてきた。中でもセ
イコーウオッチ㈱が誇る高級ドレスウ
オッチ「クレドール」に搭載される、厚さ
わずか1.98ｍｍ、500円玉ほどの極薄
メカニカルムーブメント「キャリバー

68」を組み立てることのできる数
少ない人物。その薄いムーブメント
の中に120点を超える部品が組み
込まれており、指先の感覚を頼り
に100分の1mm単位で部品を調
整しながら組立を行うもので、高
い技術・技能が必要とされる。
　2008年には、時計技能競技全

国大会（第一部門：機械式時計及びク
オーツ時計）にて優勝。2017年には時
計業界の第一人者として高い評価を
得て、「卓越した技能者（現代の名
工）」として表彰された。その後は国家
検定の検定委員、技能五輪全国大会
（時計修理職種）の競技委員を務める
ほか、国内外でのセミナーや組立実演
を通じて長きにわたり時計業界の発展
に貢献してきた。
　2021年からは後進育成に特化した
部署へ異動し、人材育成や技能伝承
といったサステナビリティにも寄与して
いる。
　齋藤氏は「この度は、多くの皆様の

お力添えにより黄綬褒章という名誉あ
る章を賜りましたこと、大変光栄に存じ
ます。これもひとえにご指導くださいま
した諸先輩方、ご支援いただきました
上司・同僚、皆さまの支えがあったから

こそと思っております。1986年の入社
以来、時計業務に37年間携わり、技能
向上に努めてまいりました。このことに
より、時計を通じてお客様と繋がること
ができたことはとても幸せだったと思っ
ております。今後もお客様に喜んでいた
だける時計づくりを続けるとともに、引
き続き技能伝承、後進の育成に尽力し
てまいります」とコメントを寄せている。

　セイコーウ
オッチ㈱の社
員である川内
谷卓磨（かわ
うちや たくま
／ 4 5 歳 ）氏
が、令和5年
度「卓越した
技能者（現代の名工）」を受
賞した。
　受賞した理由は、川内谷氏
が機械式腕時計における技
術的領域である「開発設計」
と、技能的領域である「製品
組立」を非常に高いレベルで
両立し、その類まれなるスキ
ルにより設計・製造された製
品を通じて日本の時計技術
を世界に知らしめたことが評
価された。
　創業140年を超えるセイ
コーウオッチは、高級腕時計
グランドセイコーを始めとする
さまざまな種類の腕時計を企
画・販売している。川内谷氏
は、腕時計の内部にある駆動
機構「ムーブメント」の設計に
おいて、「コンスタントフォー
ス」と「トゥールビヨン」の2つ
の機構を世界で初めて同軸に配置し
一体化することで、余分な機構を介さ
ず安定したエネルギーをてんぷに伝達
できる「コンスタントフォース・トゥール
ビヨン」を考案し、機械式腕時計の高
精度化を実現した。
　さらに、開発したムーブメントを十全
に機能させるため、340個を超える精
密かつ繊細な部品を自らも組み立てて
いる。卓越した組立調整技能により
1/100～2/100mmの微調整を加える
ことで、超高額機械式複雑腕時計に相
応しい精度、性能にまで追い込んでい
る。 　
　開発設計と
製品組立の2
つの卓越した
技術・技能に

よって製品化
された「グラン
ド セ イコ ー 
K o d o（ 鼓
動 ）」は 、ユ
ニークな機構
により、高精度
という機能的

価値を実現するとともに、音
楽でいう16ビートで刻音を奏
でるという世界初の特徴によ
り、感性的価値を合わせ持っ
ている。
　この製品は、世界的な時計
のアワードであるジュネーブ
時計グランプリにおいて、卓越
した精度を備えた時計に贈ら
れる特別賞「クロノメトリー賞」
を2022年に受賞。この受賞に
より、日本の時計産業全体の
地位向上にも貢献している。
　川内谷氏は「表彰のきっか
けとなったKodo開発の道の
りには様々な困難がありまし
たが、いつも素晴らしいチー
ムメンバーに恵まれ、乗り越え
ることができました。このたび
の表彰も、チーム全員の協力
によるものと思っております。

近年の機械式時計においては、人の感
情に訴える「感性的価値」の重要性が
ますます高まっていると感じておりま
す。日本の腕時計は品質や機能といっ
た機能的価値が大きく評価されてきた
側面がありますが、今後世界の時計市
場におけるプレゼンスを高めていくた
めに、日本からもさらに感性的価値に
フォーカスした製品を作っていくことが
重要と考えております。 今後も、微力な
がら日本の時計産業を刺激する一助
となるために、より一層励む所存であり
ます」とコメントしている。

　セイコーエプソン㈱
塩尻事業所の生産企
画本部ものづくり塾
に所属する社員、深
井英夫（ふかい ひで

お）氏が、厚
生労働大臣
が定める令
和5年度卓
越した技能
者「現代の
名工」を受
賞した。
　受賞理由

は、腕時計組立、調整作業に長年従事
し、特に機械式腕時計の携帯精度を日
差±5秒以内に調整する技能を有す
る。また、時計技能競技全国大会で優
勝した実力を、後継技能者育成に発揮

し、技能五輪
全国大会時計
修理職種の指
導者として、金

賞6名を含む多数の入賞者を輩出さ
せ、若年技能者の技能継承に大きく貢
献した。さらには、平成20年以降現在
まで、毎年地元の小学校へ出向き、腕
時計の組立体験教室を開催し、青少
年育成にも尽力している。
　深井氏は「入社以来、時計製造関係
に継続して携われたこと、技能五輪の
時計修理職種の指導員として若手技
能者育成を行えたことなど、環境にも
恵まれ、深く感謝しております。今後も
微力ではございますが、後輩たちへの
指導を通じて、技能伝承や先人の方々
の思いをつなぎ時計事業や業界の発
展のために、貢献すべく精進してまいり
ます」とコメントしている。
　同社では1971年より「現代の名工」
受賞者を輩出。深井氏で20名となる。
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♦ 齋藤 勝雄　略歴 ♦

1968年 1月 生まれ。55歳
1986年 西根時計工業入社（盛岡セイ
コー工業の子会社で、1993年に合併）

1999年 時計修理技能士一級 資格
取得
2002年 高級機械式時計の組立職場
に配属、機械式時計の組立に従事
2006年  いわて機械式時計技能士 一
級合格
2008年  時計技能競技全国大会 第
一部門優勝
2016年 いわて機械式時計技能士 IW
マイスター合格
2017年卓越した技能者（現代の名
工）表彰（厚生労働省）
2021年  技能育成塾に異動（兼任 高
級時計組立職場）、後進育成に従事
2021年 ものづくりマイスター認定（厚
生労働省）

盛岡セイコー工業
山﨑 英人氏が
黄綬褒章を受章
詳細は3面に掲載
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